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待降節第 4 主日 説教 「神の内に憩う」要旨 
                           牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2023 年 12 月 24 日  

ルカによる福音書 1:57-66

 クリスマスおめでとうございます。アド
ヴェントを迎えてから二十日あまり、指折
り数えながら一日一日を過ごして参りまし
たが、その間、私たちと共にあったのが
「主」というこの言葉でありました。この
ことはつまり、クリスマスが私たちにとっ
て特別であるのは、「主」という言葉が私
たちとピタッと張り付き、離れることがな
いからです。ただ、それは、私たちにとっ
てはいつも通りのことであり、それゆえ、
見方を変えれば、クリスマスとは、いつも
と代わり映えしないものでもあるのでしょ
う。けれども、それが私たちにとっての御
子をお迎えするということなのです。なぜ
なら、クリスマスの本質は、この、いつも
と変わりない、というところにあるからで
す。ですから、御子がお生まれになった幸
いと恵みを今年も驚きをもって受け止めて
いるのは目新しい、何か別のものに心を奪
われているからではありません。私たちの
元に届けられたものの中身はいつも通り、
何一つ変わらないものなのです。けれど
も、この変わらないものを私たちは喜び、
感謝し、そして、驚きをもって受け止めて
いるのです。まただから、クリスマスの恵
みと幸いはいっそうの輝きをもって私たち
の心に深く響くことになるのです。 
 さて、ご存知のように、このクリスマス
の幸いを世界中ではじめて経験したのが御
子を迎えたイエス様の父母、ヨセフとマリ
アでありますが、それゆえ、御子の誕生を
身体的に感じ取った母マリアの喜びはひと
しおでした。1:47 以下のマリアの讃歌が
そのことを明らかにしてくれているわけで
すが、ただ、いざ事が成った時のマリアの
気持ちはそれとは少し様子が違っていまし
た。それは、御子の誕生の直後、羊飼いの
訪問を受けたときのことです。御言葉が
「マリアはこれらの出来事をすべて心に納
めて、思い巡らしていた」と語るように、
何かに逡巡しているかのように見えるから
です。ところが、それにも関わらず、クリ
スマスの恵みと幸いは羊飼いたちと分かち
合われることになったのです。従って、ク
リスマスの恵みと幸いとは、人と分かち合
うべきものであり、分かち合うからこそ、
その輝きはいっそう増し加えられることに

もなる。つまり、クリスマスの恵みと幸い
とは、個人的な確信や満足に止まるもので
はなく、分かち合ってこそのものだという
ことです。 
 そして、この分かち合うという点におい
て特に丁寧に語っているのがルカによる福
音書でもありますが、それは、この丁寧さ
の中に、主という言葉が私たちとピタッと
張り付いて離れない理由があるからです。
ですから、ルカはいきなりイエス様の物語
からはじめるのではなく、洗礼者ヨハネの
父母の話からイエス様の物語を始めるのは
そのためです。そして、そこから分かるこ
とは、イエス様が様々な人々との関わりの
中で人の子としてお生まれになったという
ことです。それは、そこに常に置かれてい
たのが主、つまり、主なる神様というこの
言葉でもあるからです。ですから、私たち
が毎年毎年こうしてイエス様のご降誕の出
来事へと導かれているのは、同じように、
主という言葉が活きて働いて、人と人とを
繋ぎ、祝福から祝福へと導いてくれている
からです。神様がイエス様に先立ってザカ
リア、エリサベトの夫婦を先ず選ばれたの
はそのことを知らしめるためでもあります
が、そこでこの夫婦が選ばれた理由を申し
ますと、その一つは、この夫婦が「神の前
に正しい人で、主の掟と定めをすべて守
り、非の打ち所のない」人たちであり、ま
た、ザカリアがアビヤ組の祭司であり、エ
リサベトが祭司アロンの家系に属する者で
あるように、家柄も人柄も申し分のない者
であったからです。そして、もう一つ、子
がなく、高齢であるこの夫婦の将来はその
ことゆえに閉ざされていたからです。そこ
で神様に遣わされた天使ガブリエルはザカ
リアに向かってこう告げます。「「恐れる
ことはない。ザカリア、あなたの願いは聞
き入れられた。あなたの妻エリサベトは男
の子を産む。その子をヨハネと名付けなさ
い。 その子はあなたにとって喜びとな
り、楽しみとなる。多くの人もその誕生を
喜ぶ。 彼は主の御前に偉大な人にな
り、・・・イスラエルの多くの子らをその
神である主のもとに立ち帰らせる」とこの
ように語るのです。ところが、それを聞い
たザカリアは、今の私たちと同じ気持ちで
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この天使ガブリエルの言葉を聞くことがで
きなかったのです。それは、天使を見て
「不安になり、恐怖の念に襲われた」から
です。 
 ですから、ザカリアが天使ガブリエルに
向かって「何によって、わたしはそれを知
ることができるのでしょうか。わたしは老
人ですし、妻も年をとっています。」とこ
う言ったのは、不安と恐怖に駆られてのこ
とでありますが、ただ、初めて、というこ
とは、経験がない以上そういうものだとも
思うのです。けれども、それだけにまた、
心の中に隠し続けてきたものがあふれ出て
しまった。それは、過酷な現実がこの正し
い人をしてもその心を歪ませたからです。
ところが、それにも関わらず、天使ガブリ
エルは、ザカリアに向かって「わたしはガ
ブリエル、神の前に立つ者。あなたに話し
かけて、この喜ばしい知らせを伝えるため
に遣わされたのである。」と諦めずにこう
語り続けるのです。ただし、それは、ザカ
リアを説得し、安心させようとしたからで
はありません。この言葉に続いて、ガブリ
エルが「あなたは口が利けなくなり、この
事の起こる日まで話すことができなくな
る。時が来れば実現するわたしの言葉を信
じなかったからである」と語るように、沈
黙を強いることで、主というこの言葉が活
きて働いていることを知らしめようとした
からです。ですから、神様の祝福というも
のは、時にこのように押しつけがましいも
のなのかもしれません。 
 しかし、一罰百戒がごときこのやり方
は、今日を生きる私たちにはいささか乱暴
な話にも聞こえます。けれども、外見から
は分からないほど、心と体がすさみきって
いたのがザカリアであったのです。ですか
ら、その頑な心は少々のことではびくとも
しません。だから、沈黙を強いられ、ザカ
リアは見つめ、また聞いてゆくのです。そ
れは、御旨がなる、ということ、主という
言葉が共にあり、活きて働いているという
こと、ザカリアは日々沈黙の内にこのこと
を見つめ、また聴いて、そして、心と体で
感じて取ることになったのです。ただ、新
たな命を宿し、日一日と御旨が成ることを
肌身で感じたその妻エリサベトとは違っ
て、ガブリエルと会って以降五ヶ月もの
間、ザカリアには具体的なことは何も知ら
されませんでした。そのため、ただ時間だ
けが過ぎる毎日を過ごさねばならなかった
のです。そして、この時間だけが過ぎてい

くという感覚は、もしかしたら、アドヴェ
ントを過ごす私たちが時折感じるものなの
かもしれません。けれども、私たちには気
を紛らわせるものが他にいくらでもありま
すが、ザカリアは違いました。ですから、
ザカリアが感じたであろう苦痛は、いつも
のことだと、そう言ってすませることがで
きる程度のものではありません。また、そ
れだけではなく、五ヶ月が過ぎ、お腹の大
きくなったエリサベトが自分のもとに戻っ
てきたことは、ザカリアを複雑な気持ちに
させたようにも思うのです。なぜなら、そ
ういったとき、人は、自分だけに光が当た
っていないことを感じて、取り残されたよ
うな気持ちになるからです。ですから、今
日のこの箇所に至るまで、ザカリアが一切
登場しないのはそこに理由であるようにも
思うのです。つまり、喜びつつも喜べな
い、ですから、もしかしたらザカリアはそ
んな醜い自分自身と向き合っていたのかも
しれません。けれども、私たちにとっての
祈るという行為は、時にそういう気持ちの
中でのことなのではないでしょうか。語る
ための言葉、語るべき言葉、言葉を持てな
いまま祈るということはそういうものであ
り、そして、私たちの切実な祈りの多くは
そういうものでもあるのです。 
 しかし、そうであればこそ、沈黙を強い
られたザカリアにとって、この祈りこそ
が、祈ることだけが唯一の友であったよう
にも思うのです。祈り、自分の気持ちだけ
がその心の中で響いてぐるぐると空回り
し、そして、その残響が静まるのを待って
再び祈る、ザカリアにとって、御心が成る
までの十月十日はそのような日々であった
に違いありません。そして、時は満ち、御
旨は成り、一人の男の子が与えられた、こ
うしてザカリアとエリサベトは神様の働き
を深く知ることになったのです。まただか
ら、この喜びは、親類縁者、近所中の人々
と分かち合われることにもなったのです。
ですから、天使ガブリエルが「この事の起
こる日まで話すことができなくなる。時が
来れば実現する私の言葉を信じなかったか
らである」と語ったことは、子のない高齢
夫婦に子が与えられた、まさに今この瞬間
のことだと思うのです。ところが、ザカリ
アが話せるようになったのは、子が生まれ
たその時ではなく、それから八日後のこと
であったのです。従って、ザカリア夫婦に
とって、この八日後が、ガブリエルの告げ
た神様の御旨の成った日ということになる
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のですが、では、この空白の八日間は彼ら
にとってどういう意味を持つことになった
のでしょうか。それは、すべて事が成った
わけではない以上、大きな喜びの背後にあ
る、それ以上大きな影を見つめながらの八
日間であったということです。 
 従って、一つのことが成り、この夫婦に
残されたものはただ待つことだけでした。
そこで彼らは神への信頼を深くしたのか、
それとも不信を強めていったのか、御言葉
はそれについては何も語らず、ただ沈黙を
貫くだけなのです。それは、神様の御心は
子のない夫婦に子が与えられたところで終
わってはいないからです。つまり、八日
間、御言葉が沈黙を貫いていたのはザカリ
ア、エリサベト夫婦をこの先に導くためで
あったということです。そして、そのため
に必要なことは、主が生きて共にあること
を経験することです。ですから、八日間は
空白の八日間ではなく、二人にとっては、
神様の働きを経験的に知るための豊かな時
間であったと言えるのです。まただから、
大きな喜びの背後にある、それ以上大きな
不安と恐れを感じつつも、主が共にいてく
ださっていることをザカリア、エリサベト
夫婦は知ったのです。ですから、二人のこ
の大きな経験は、この夫婦の子どもである
洗礼者ヨハネにも間違いなく受け継がれて
いったに違いありません。それは、家族と
して歩む日々の暮らしが、つまり、父と母
と一緒であることが、主が共にある経験を
必ずや深めていったはずだからです。主と
いう言葉が洗礼者ヨハネから人の子である
イエス様へ、イエス様から私たちへと、イ
エス･キリストという、神様が備えたこの
新しさの中へとすべての者を導くのはその
ためです。しかし、それを知るには、それ
を知らしめるための新しい何かが必要なの
です。そして、そのために神様のなさった
ことは非常に慎重かつ丁寧なものでありま
した。 
 男の子の誕生から八日後、親戚や近所中
を招いて割礼を施すというのがイスラエル
の決まり事でありました。そして、もう一
つ、彼らが習慣としていたのは親類縁者の
前で命名式を行うということでした。しか
し、その子の名前は、父親と同じ名前とは
じめから決まっていたのです。ですから、
夫婦に与えられた新たな命は、ユダヤ社会
の決まりに従うなら、その名はザカリアと
いうことになるのですが、ところが、話す
ことのできないザカリアに代わって妻エリ

サベトの言ったことは、「ヨハネにしなけ
ればなりません」ということでした。しか
し、エリサベトのこの発言はユダヤ社会に
背を向けるに等しいことでもあったので
す。だから、それを聞いて親戚も黙ってい
るわけには参りません。それを認めること
は、大袈裟な話、蟻の一穴天下の破れと言
われるように、神の民イスラエルの存亡に
関わるものでもあったからです。「あなた
の親類には、そういう名の付いた人は誰も
いない」と言って、親類縁者が必死になっ
て止めにかかったのはそれゆえのことでも
ありますが、ただ、エリサベトは単なる思
いつきでそう言ったのではありません。そ
れは、天使ガブリエルから命じられたこと
であり、口のきけないザカリアに代わって
言わねばならないことだからです。それだ
けにまたその必死さが親類縁者にもしっか
りと伝わったのでしょう。そこで彼らが父
親であるザカリアに身振り手振りで尋ねた
ところ、差し出された板にザカリアは「こ
の子の名はヨハネ」というこの言葉を書き
記したのです。するとどうでしょう。「た
ちまちザカリアは口が開き、舌がほどけ、
神を讃美しはじめた」というのです。つま
り、この瞬間、御旨が成ったということで
す。 
 こうして、また一つ、神様の御心が実現
し、救い主としてのイエス様の生涯の輪郭
が世に露わにされていくことになったので
すが、ですから、私たちが御子の誕生の出
来事のそこにかしこに、様々な人々の顔を
見ることができるのは、御言葉がこのよう
に一つ一つ丁寧にプロセスを辿っているか
らです。だから、この一つ一つというとこ
ろに、神様の御旨が成ることの丁寧さと、
そして、ユダヤの流儀を無視するかのよう
に一気に大きく舵を切るのではなく、一つ
一つ付き合っているところに神様の慎重さ
が現れ出ているようにも思うです。という
わけですから、神様は無理なことはなさい
ません。乱暴に見えるのは、私たちのこと
を手塩にかけて何とかしようと思っている
からです。御言葉が洗礼者ヨハネについて
「この子には主の力が及んでいたのであ
る」と語っているのは、このように神様の
丁寧さと慎重さを伝えようとしてのことな
のです。従って、御言葉が「主の力が及ん
でいる」と言っているのはヨハネだけのこ
とを言っているわけではありません。ヨハ
ネがイエス様につながったように、イエス
様と繋がり、主というこの言葉がピタッと
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離れずにいることを知っている私たちも、
それは同じなのです。 
 ただ、このことはまた、見方を変えれ
ば、しつこいだけで、ありがた迷惑な話な
のかもしれません。頼んでもいないのにど
こまでもどこまでもついてくる、そういう
鬱陶しさがあるからです。けれども、だか
らこそ、詩篇 23 編の御言葉は「命のある
限り、恵みと慈しみはいつも私を追う」
と、自らの経験的として神様について語る
のです。それは、ザカリア、エリサベトの
夫婦、ヨセフとマリアの夫婦がそうである
ように、主という言葉がピタッと離れずど
こまでもどこまでも私たち共にあればこ
そ、この恵みを経験的に知り、また分かち
合うことになるからです。ですから、そう
いう意味で私たちは主という言葉を分かち
合うことに尻込みしてはなりません。この
日の御言葉の直後で、沈黙の内に御旨が成
ることを経験をしたザカリアが、その我が
子の将来について「暗闇と死の影に座して
いる者たちを照らし、我らの歩みを平和の
道に導く」と預言しているように、主とい
う言葉の上に立って、御言葉を分かち合う
からこそ、私たちはその先に「主の平和」
を見出すことになるからです。ただし、そ
こでこの分かち合うということを私たちは
誤解してはなりません。 
 分かち合うということは、一緒にという
ことであり、共にということです。そし
て、それは、主と共に、主と一緒にという
ことでもあるのです。ですから、当然、そ
れは、権威を振りかざすことでもなく、ま
た、社会通念として受け入れがたいことを
無理矢理強制するものでもありません。特
に、私たち信仰者はこの点を深く心に留め
る必要があるのでしょう。それは、長くユ
ダヤ社会が大切にしてきたものを、神様が
無理矢理変えようとするのではなく、丁寧
に慎重にことを運んだように、この丁寧さ
と慎重さが私たちに求められているからで
す。ただし、この丁寧さと慎重さはそれを
逆手にとって何もしないということではあ
りません。丁寧さと慎重さとは、自分自身
が傷つくことのない場所に身を置いて、自
分以外のことには何も関心を示さないこと
ではないからです。それは、私たち一人一
人のことをしっかりとご覧になって、その
上で私たちと共にいてくださっているのが
私たちの神様であるからです。ですから、
最後に考えたいことは、言葉が活きて働い
ているということがどういうことかという

ことです。 
 神様の言葉が、神様の独り子であるイエ
ス様が、生きて私たちと共にあるというこ
とは、この生きているということを私たち
が日々肌身で感じながら過ごしているとい
うことです。神様が乱暴な方ではなく、丁
寧で慎重な方であると言えるのは、そうし
た日々の経験あってのことなのです。また
だから、私たちは傷つき、また慰められも
するのです。そして、御言葉が生きている
がゆえに傷つき、頑なになり、心を歪ませ
ていったのがザカリアでありました。それ
だけではありません。傷つくことを恐れ、
御心から逃れようとしたのがイエス様の父
ヨセフでもあったのです。そして、この二
人の父親に更なる深い傷を負わせたのが神
様であったのですが、けれども、話はそれ
で終わったわけではなかったのです。イエ
ス様がお生まれになり、そのイエス様が十
字架にかかり、復活なさったということ
は、私たちには分からないこの先があり、
そして、そこに希望の内に私たちを導こう
として神様とイエス様が共にいてくださっ
ているということなのです。ですから、ク
リスマスとは、それが揺るぎなく、そし
て、この神様の御心が変わりようもないこ
とを私たちに告げ知らせる出来事であった
のですが、けれども、この揺るぎのなさ
が、時に私たちを深き淵に立たしめること
にもなるのです。しかし、そこで忘れてな
らないことは、神様の独り子であるイエス
様というお方を神様はその私たちのために
お遣わしになったということです。それゆ
え、今もそしてこれからも、このお方ゆえ
に私たちは永遠の安息の内に置かれている
のですが、それは、私たちが主という言葉
が生きて働いていると本当に知るのが、イ
エス様が私たちと共にあるこの場所である
からです。ですから、この言葉がピタッと
張り付いて、変わることなく離れずにあ
る、御言葉が語るこの真実を心にしっかり
と刻み、粘り強く、時にしたたかに、こ
の、主と共にある新たな経験をご一緒に分
かち合いたいと思うのです。祈りましょ
う。 
 
 
  
 


